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１．計画段階評価の検討の流れ

2



１-１） 北海道の高規格道路網

北海道縦貫自動車道

○北海道縦貫自動車道は、 函館市を起点として室蘭市、札幌市、岩見沢市、旭川市を経由し、稚内市に至る道
路で、中川～天塩間はその一部区間。

○当該区間は、事業中の音威子府バイパスに続き、中川町から天塩町に至る延長約20㎞の区間。

計画段階評価
対象区間

中川～天塩

約２０km

北海道横断
自動車道（根室線）

北海道横断
自動車道

函館・江差
自動車道

オホーツク海

日本海

太平洋

凡 例

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

総合振興局

振興局

E5

E59

E5

E5A

E5

E63 E60

E38

E5

E5

E39

E61

E38

E44

根室
中標津道路

道央圏連絡道路

函館新外環状道路

松前半島道路

渡島半島
横断道路

北海道横断
自動車道

帯広空港道路

帯広圏
連絡道路

E62

一般国道５号 創成川通

3



１-２） 北海道縦貫自動車道の進捗

○北海道縦貫自動車道は、旭川鷹栖～士別剣淵間、名寄美深道路、幌富バイパス、豊富バイパスが平成２４年
度までに開通済み。

○士別剣淵～名寄間及び音威子府バイパスが事業中。

稚内市

人口：33,563人

面積：761.42km2

資料 人口：令和2年国勢調査（総務省）
面積：令和4年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）

美深北～音威子府

豊富バイパス
H16年11月迄

開通
延長16.0km

▼位置図

計画段階評価
対象箇所

H22年3月迄
開通

延長10.9km

幌富バイパス

R7年度開通予定
延長19.0km

計画段階評価対象区間
中川～天塩
約20km

音威子府バイパス

H25年3月迄
開通

延長22.8km

名寄美深道路

事業中
延長24.0km

士別剣淵IC～名寄IC

H15年10月迄
開通

延長45.8km
旭川鷹栖IC～士別剣淵IC

天塩町

人口：2,950人

面積：353.56km2

中川町

人口： 1,528人

面積：594.74km2

豊富町

人口： 3,974人

面積：520.69km2

豊富北～稚内

4

天塩～幌延

凡 例

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

幌延町

人口： 2,371人

面積：574.10km2



【審議内容】
▼計画段階評価

手続きの進め方

■地域・道路の
現状と課題

▼意見聴取方法

○地域住民や道路利用者の意見を聴きながら、道路計画〔概略ルート、構造等〕について検討を行う。

今 回

対
応
方
針
の
決
定

（
概
略
ル
ー
ト
・構
造
等
）

意見聴取
（第１回）

北海道地方小委員会

北海道
地方小委員会

○地域・道路の課題

◆意見聴取方法(案)
<ヒアリング>

対象者
・沿線自治体
・関係団体

<アンケート>
対象者
・地域住民
・道路利用者
・観光客

意見聴取

北海道地方小委員会

※各段階で随時自治体と調整

▼
政
策
目
標
の
設
定

等

▼
評
価
項
目
の
設
定

等

▼
比
較
ル
ー
ト
案
（
複
数
案
）
等

▼
対
応
方
針
（
案
）

１-３） 計画段階評価手続きの進め方

（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
等
）
等
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２．地域の概況
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留萌市

増毛町

小平町

苫前町

初山別村

西興部村

雄武町

沼田町

深川市

紋別市

遠軽町

滝上町

興部町

旭川市 鷹栖町

当麻町
比布町

愛別町

上川町

幌加内町
羽幌町

市街地・集落

農用地

山地

国立・道立公園

凡　　例

利尻礼文サロベツ
国立公園

暑寒別天売焼尻
国定公園

オホーツク海

日本海

留萌北部

北オホーツク
道立自然公園

朱鞠内
道立自然公園

天塩岳
道立自然公園

朱鞠内湖

大沼

パンケ沼

ペンケ沼

クッチャロ湖

宗谷

上川北部

豊富北IC

豊富幌加IC

豊富サロベツIC

幌延IC

浮
島
IC

上
川
層
雲
峡
IC

美深北IC

美深IC

智恵文IC

智恵文南入口

名寄北IC

名寄IC

士別剣淵IC

和寒IC

比布JCT

旭川北IC

比
布
北
IC

愛
別
IC

奥
白
滝
IC

白
滝
IC

留
萌
IC

留
萌
大
和
田
IC

留
萌
幌
糠
IC

愛
山
上
川
IC

稚内市

利尻富士町

利尻町

礼文町

猿払村

豊富町

幌延町

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

士別市

名寄市

和寒町

剣淵町

下川町

美深町

音威子府村

中川町

遠別町

天塩町

霧立峠

ピッシリ山

幌尻山

利尻山

天北峠

美深峠

士別峠

パンケ越峠

於鬼頭峠

幌加内峠

塩狩峠
浮島峠

音威富士

函岳

黒岩岳

苦頓別山

士風山

三頭岳

天塩岳

ピヤシリ山

40

231
39

233

273

333

E5

E62 E39

238

E5

238

275

275

275

239

239

232

232

232

E5

40

稚内港

留萌港

稚内空港

利尻空港

２-１） 地域の概況（土地利用）

○道北地域は、日本海とオホーツク海に囲まれ、多くの国立公園や道立自然公園を有する自然豊かな地域。
○国道40号と並行して天塩山地や天塩川が南北に縦貫しており、道路沿いに農用地が広く分布。

※1 道北地域は以下の市町村により構成すると定義

宗谷全域(稚内市・猿払村・浜頓別町・

中頓別町・枝幸町・豊富町・

幌延町・礼文町・利尻町・利尻富士町)

留萌北部(遠別町・天塩町)

上川北部(名寄市・士別市・和寒町・剣淵町・

下川町・美深町・音威子府村・中川町)

▼道北地域の構成

7

注：「市街地・集落」は用途地域の指定範囲。「農用地」は湿田・乾田・沼田・蓮田及び田、麦・陸稲・野菜・草地・芝地・りんご、梨・桃・ブドウ・茶・桐・はぜ・こうぞ・
しゅろ等を栽培する土地。「山地」は森林。

資料：「市街地・集落」「農用地」「山地」は「国土交通省国土政策局の国土数値情報（土地利用細分メッシュデータ平成28年度）」をもとに編集・加工
http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-L03-b.html

中川～天塩



十勝
13％

オホーツク
13％

根室
10％上川中部

・南部
8％

釧路
7％

空知
7％

日高
6％

後志
5％

渡島
5％

胆振
4％

石狩
4％

檜山
3％

留萌中部・南部
3％

北海道面積
83,424㎢

道北地域
9,767km2

12％

宗谷
6％

上川北部
5％

留萌北部
1％

稚内港稚内港
稚内空港

道北地域
3市15町2村

中川～天塩

利尻空港

２-２） 地域の概況（面積）
○道北地域は、宗谷全域、上川北部、留萌北部の３市１５町２村で構成され、重要港湾である稚内港、国管理空

港である稚内空港、地方管理空港である利尻空港を有する。
○道北地域の総面積は全道の約12％（9,767km2）を占め、都府県平均の約1.5倍で青森県と同程度の面積。

▼高規格道路網と道北地域市町村 ▼振興局別面積割合

道北地域は全道の約
12%を占める

資料：令和4年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）

資料：令和4年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）

▼道北地域と他県の面積の比較
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道北地域の面積は、
都府県平均の約1.5倍
青森県と同程度の面積

[km2]

都府県平均
6,403km2

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

道 北 地 域

■：宗谷
■：上川北部
■：留萌北部

■ 宗谷
■ 上川北部
■ 留萌北部

道
北
地
域

青
森
県

山
形
県

鹿
児
島
県

岐
阜
県

秋
田
県

新
潟
県

長
野
県

福
島
県

岩
手
県

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500
15,275

13,784 13,562
12,584 11,638

10,621 9,767 9,646 9,323 9,186



173 162 152 140 128

1.00
0.93

0.88
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0.74

1.00 0.99 0.97

0.95 0.92

1.00 1.01 1.01 1.00 0.99

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0

100

200

300

400

H12 H17 H22 H27 R2

伸
び
率
（
H1
2＝

1.
00
）

（千人） 道北地域 道北地域伸び率 全道伸び率 全国伸び率

２-３） 地域の概況（人口）
○道北地域の総人口は約13万人で、そのうち稚内市（約３万人）と名寄市（約３万人）に人口が集中。
○全国と比較すると、人口減少が著しく、高齢者割合も全国平均を上回る水準で高齢化が進行。
○全国と比較すると、特に40代以下の若い世代の人口割合が低い状況。

▼道北地域の市町村人口

▼道北地域の総人口の推移

資料：令和2年国勢調査(総務省)

▼道北地域の高齢者（65歳以上）人口の推移

資料：令和2年国勢調査(総務省) 9

資料：国勢調査（総務省）

38.6 41.9 43.6 45.5 45.6

22.3%
25.9%

28.7%

32.4% 35.7%

18.2%

21.4%
24.7%

29.0% 31.8%

17.3%
20.1%

22.8%
26.3%

28.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

20

40

60

80

H12 H17 H22 H27 R2

（千人） 道北地域高齢者人口 道北地域高齢者割合 全道高齢者割合 全国高齢者割合

資料：国勢調査（総務省）

全国平均

▼道北地域の年齢別人口構成

0%

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

60歳以上の
人口割合が高い

特に40代以下の
若い世代の割合が低い

2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%



4.6 

2.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

3.4% 6.7%
17.5%

23.0% 16.5%

17.2%

70.6% 74.1%
63.7%

3.0% 2.7% 1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全国 北海道 道北地域

第1次産業 第2次産業 第3次産業 その他

２-４） 地域の概況（産業）
○道北地域の産業は、全国・北海道全体と比べ、第１次産業の割合が高い。
○分野別就業人口の特化の度合いでは、北海道平均と比べて農林業と漁業が高い。
○農業算出額は北海道の約１割、漁業生産額は北海道の約２割を占める。

▼道北地域の就業人口割合

▼道北地域の分野別就業人口特化係数 ▼北海道の漁業生産額割合

▼北海道の農業算出額割合

資料：令和2年国勢調査(総務省)

資料：令和2年国勢調査(総務省) 資料：令和2年北海道水産現勢(北海道)

資料：令和2年市町村別農業産出額(農林水産省)

【特化係数】
・地域の産業がどれだけ特化しているかを

表現する係数で次式で定義される。

※ここでは全体を北海道とし、各業種の就業
人口を用いて比較検討を行っている。

特化係数＝

対象地域のＡ業種の
全業種に占める構成比

全体におけるＡ業種の
全業種に占める構成比

全国の約５倍
第1次産業の
割合が高い

就業人口ベースの特化係数では、
農林業と漁業の数値が高い
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十勝
24％

オホーツク
15％

根室
9％

空知
8％

上川中部・南部
7％

日高
5％

石狩
4％

後志
3％

渡島
3％

留萌中部・南部
1％

R2年
北海道

農業算出額
約12,666億円

道北地域
18％

留萌北部
1％

オホーツク
21％

根室
15％

渡島
13％

釧路
10％

日高
6％

後志
4％

胆振
4％

十勝
3％

留萌中部・南部
3％

石狩
1％

檜山
1％

R2年
北海道

漁業生産額
約2,027億円

檜山
1％

胆振
5％

上川北部
3％

留萌北部
1％

宗谷 4％

釧路
7％

宗谷
17％

道北地域は
北海道の約１割

道北地域は
北海道の

約２割

※：上川北部は0％

道北地域
7％

農林業

漁業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・
水道業

情報通信業運輸業

卸売業・
小売業

金融業・
保険業

不動産業

サービス業

その他
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57%
50%

39%

55%

32%

平均47％

○ 道北地域は、冬期平均気温が－５℃を下回る寒さの厳しい地域で、暴風雪警報の発令が増加傾向で推移して
いるほか、地吹雪の割合は冬期日数の約半数発生。

○ 天塩川上流域の中川町では年間降水量が、上川北部では洪水警報・注意報発令日数が増加傾向。

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

２-５） 地域の概況（気象）

【暴風雪警報発令日数の推移（道北地域※）】
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【洪水警報・洪水注意報発令日数の推移（上川北部※）】

▼月別平均気温都市別比較

資料：気象統計情報（平成3年～令和2年平年値）（気象庁）

１月、２月に
平均気温が
－５℃を回る

東京

札幌

中川

天塩

[℃]

資料：日本気象協会提供データより集計 資料：日本気象協会提供データより集計

増加傾向

▼道北地域における気象警報・注意報発令状況

※天塩川の上流にあたる上川北部で集計※宗谷北部、宗谷南部、留萌北部、上川北部

▼中川町の年間降水量

資料：気象庁データ（平成29年～令和3年）

資料：気象庁

【気象警報・注意報の発表区域（道北地域）】

▼地吹雪発生割合（12月～3月）

資料：テレメータ(雄信内)の観測データより推計
(平成29年12月～令和4年3月) 
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冬期の約5割で地吹雪が発生
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140
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■：洪水注意報
■：洪水警報



２-６） 地域の概況（交通流動）

○当該区間を利用する自動車交通流動をみると、稚内市～旭川市間の流動が最も多く、次いで幌延町～中川町
間、稚内市～名寄市間、稚内市～士別市間の流動が多い。

○また普通貨物車流動をみると、稚内市～旭川間の流動が最も多く、次いで稚内市～名寄市間の流動が多い。

12
※平成27年道路交通センサスODから国道40号中川町・天塩町町界付近を通過する各OD

を抽出し、日交通量に比率を乗じて算出
※その他上川：旭川市を除く上川中部・南部で構成

凡 例
11～100
101～200
201～400
401～

高規格道路
一般国道
主要道道
一般道道

▼国道40号 中川町～天塩町間の自動車利用OD ▼国道40号 中川町～天塩町間の普通貨物車OD

資料：平成27年道路交通センサス

(単位：トリップ/日)
※10トリップ以下は割愛

凡 例
6～10
11～50
51～100
101～

高規格道路
一般国道
主要道道
一般道道

(単位：トリップ/日)
※5トリップ以下は割愛 資料：平成27年道路交通センサス

※平成27年道路交通センサスODから国道40号中川町・天塩町町界付近を通過する各OD
を抽出し、日交通量に比率を乗じて算出

※その他上川：旭川市を除く上川中部・南部で構成



稚内港の沿革年

稚内港開設M18

「重要港湾」指定S32

北防波堤ドームが「北海道遺産」に
認定

H13

稚内港が「みなとオアシス」に登録H19

国際・国内フェリーターミナル供用H20

日本海側拠点港に選定H23

クルーズ船対応施設共用H30

２-７） 地域の概況（稚内港）

▼稚内港の貨物取扱量▼稚内港の貨物取扱量

○我が国最北の重要港湾である稚内港は、道北地域の産業・生活に関わる流通拠点であり、貨物取扱量の推移
も増加傾向で、離島（利尻島・礼文島）との連絡拠点としても重要な役割を担っている。

○稚内港に移入・輸入された石油製品（ガソリン等）は取扱貨物量の約６割を占め、宗谷地域や上川北部等に農
水産業機械の燃料等として陸送。

▼稚内港の整備状況と発着航路

資料：港湾貨物利用実態調査（平成24年11月）
※調査期間：H24.11.5 – H24.11.11

一般国道

石油製品の
流動

出典：平成28年～令和2年港湾統計年報（国土交通省）

▼稚内港からの石油製品の流動

農水産業機械の燃料等
として稚内港から陸送

資料：稚内市HP資料

13

離島（利尻島・礼文島）
への連絡拠点

▼稚内港に移入・輸入される取扱貨物▼稚内港に移入・輸入される取扱貨物

注）「みなとオアシス」とは、地域住民の交流や観光の
振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を核とし
たまちづくりを促進。

主な施設は、稚内副港市場、稚内駅ビル、北防波堤
ドーム等

33.8 34.1
35.7 36.0 36.2

増加傾向

35

40

30

25

20

H28 H29 H30 R1 R2

[万t]

[年]

石油製品（ガソリン等）
が約６割

R2
稚内港

移入・輸入
約287千t

R2

稚内港

移入・輸入

約287千t
石油製品
176千t
62％

セメント
44千t
15％

水産品
35千t
12％

その他
32千t
11％

出典：令和2年港湾統計年報（国土交通省）

中川～天塩

約20km

利尻礼文島航路

稚内港
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２-８） 地域の概況（公共交通）

▼札幌市と稚内市を結ぶ公共交通機関▼札幌市と稚内市を結ぶ公共交通機関

資料：第6回全国幹線旅客純流動調査
(国土交通省)

▼札幌市と稚内市を結ぶ公共交通機関のシェア▼札幌市と稚内市を結ぶ公共交通機関のシェア

鉄道
8万人
40%

都市間バス
8万人
40%

航空機
4万人
20%

鉄道と都市間バス
で８割のシェア

※1 空港までの所要時間、
搭乗手続き時間等を含む

資料：バス事業者ヒアリング

鉄道
所要時間：5時間17分

本数：3往復/日※2

航空機
所要時間：3時間7分※1

本数：2往復／日

※2 旭川駅での乗り換えを含む、
閑散期の一部平日は2往復/日 14

都市間バス（国道40号）
所要時間：6時間40分

○札幌市と稚内市を結ぶ公共交通機関は、航空機・鉄道・都市間バスがあり、鉄道と都市間バスで約８割を占める。
○都市間バスは国道232号及び国道40号を通行しており、年間約８万人が利用している状況。

資料：北海道時刻表(交通新聞社)

都市間バス（国道232号）
所要時間：5時間50分

本数：6往復/日

資料：バス事業者ヒアリング

▼都市間バス（札幌市～稚内市間）の利用者数の推移▼都市間バス（札幌市～稚内市間）の利用者数の推移

年間約８万人
が利用

資料：バス事業者ヒアリング

H28 H29 H30 R1 R2

8.0
8.5 8.3 7.7

2.8

[万人]

※R2年は新型コロナウイルスの影響により減少

中川～天塩
約20km



３. 地域の状況と課題

15



３-１） 地域の状況と課題（農水産業①）

■地域の声＜物流事業者＞
・国道４０号中川～天塩間は、幅員狭小区間が連続
しており大型車同士のすれ違い時に危険を感じる。

・稚内市からの水産品輸送は、長時間輸送とならざ
るを得ず、速達性向上による品質向上や輸送効率
化が課題である。

○宗谷地域は全道２位の漁業生産高を誇り、稚内市は宗谷地域の約３割を占める水産業が盛んな地域。
○特にほたての漁業生産高は稚内市の約４割を占めており、道内産ほたての輸出量も増加傾向。
○宗谷地域の水産品は、道内の加工場のほか、新千歳空港や苫小牧港へ陸送後、全国・海外へ出荷されるが、

国道４０号中川～天塩の狭小幅員区間の連続に伴う輸送時の速達性や安定性・安全性が課題。

16

▼道内産ほたて輸出量の推移▼道内産ほたて輸出量の推移

▼全国ほたて漁獲量▼全国ほたて漁獲量

枝幸町
32千t
7%

その他
北海道
164千t
33%

道外
88千t
18%

R2
ほたて
全国

漁獲量
約495千t

猿払村
46千t
9%

北見市
49千t
10%

稚内市
43千t
9%

湧別町
38千t
8%紋別市

33千t
7%

全道３位

資料：令和2年北海道水産現勢 (北海道)
令和2年海面漁業生産統計（農林水産省)

▼全道地域別漁業生産高と全国漁獲量シェア▼全道地域別漁業生産高と全国漁獲量シェア

オ
ホ
ー
ツ
ク

0

[億円]

436

339

100

200

300

宗
谷

根
室

渡
島

釧
路

日
高

後
志

胆
振

留
萌

十
勝

309

269

212

125
91

80 67 61

資料：令和2年北海道水産現勢 (北海道)
令和2年海面漁業生産統計（農林水産省)

400

500

全道２位

稚
内
市

そ
の
他
宗
谷

▼稚内市の漁業生産高▼稚内市の漁業生産高

R2
稚内市

漁業生産高

約114億円

ほたて
47億円

41%

なまこ
12億円
11%

みずだこ
10億円

9%

さけ
9億円
8%

毛がに
7億円 6%

たら
7億円 6%

こんぶ
5億円 4%

その他
16億円
15%

資料：令和2年北海道水産現勢 (北海道)

稚内市の
約4割

全道
１位

全道１位
全道１位

宗谷地域
の約３割

▼稚内市からのほたて輸送ルート

資料：水産加工業者・物流業者ヒアリング

石
狩

檜
山

20 19

水産加工場
（稚内市）

稚内市

猿払村

中川～天塩間が水産物・
水産加工品の輸送ルート

物流拠点までの距離
が長く、長時間輸送
を要する

苫小牧港

消費地へ流動

加工場への流動

新千歳空港

札幌市

道南の
加工場 道外・海外へ移輸出

海外へ輸出

R2
全国漁獲量

3,213千t

北海道
28%

茨城
9%

長崎
7%静岡

6%
宮城
5%

三重
4%

その他
41%

「宗谷のほたて貝」に代
表される高鮮度・高品質
なブランド水産物を出荷

資料：貿易統計 (財務省)

増加傾向

■ 中国
■ 香港
■ その他アジア
■ 欧州
■ 北米
■ その他
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80

中川～天塩
約20km



中川～天塩
約20km

R2 

宗谷

農業産出額

約446億円

北
海
道

栃
木
県

熊
本
県

岩
手
県

千
葉
県

群
馬
県

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
[億円]

宗谷

生乳
332億円

74%

乳用牛
(生乳除く)
70億円

16%

肉用牛
33億円

7%

その他
12億円 3%

３-２） 地域の状況と課題（農水産業②）

▼宗谷地域の農業産出額シェア▼宗谷地域の農業産出額シェア

▼全国の生乳産出額▼全国の生乳産出額

生乳が約７割

資料：令和2年生産農業所得統計 (農林水産省)
令和2年市町村別農業産出額(推計) (農林水産省)

宗谷地域は全道の約１割
全国２位の栃木県と同等

17

○北海道の生乳産出額は他都府県より突出しており、宗谷地域の農業産出額の約７割を占める酪農が盛んな地
域。また、乳製品の生産が盛んで宗谷はバターと脱脂粉乳の全国生産量の１割を占めている状況。

○乳製品は、毎日、札幌市・旭川市の物流拠点や苫小牧港から全国へ輸送され、乳用牛の餌となる穀物飼料は
幌延町の倉庫へ輸送され各農家に配送されているが、吹雪や吹き溜まりによる速達・安全性の低下が課題。

資料：令和2年市町村別農業産出額(推計) (農林水産省)

■地域の声＜農業協同組合＞
・国道40号は、宗谷地域の生乳を原料として製造

された、需要の高い高品質な乳製品が、安定的に
出荷されるために、重要な道路である。

■地域の声＜物流事業者＞
・国道４０号中川～天塩は、狭小トンネルや地吹雪
により速度や安全性の低下が著しく、輸送経路上
でも課題が大きい区間と認識。

▼飼料・乳製品の輸送ルート▼飼料・乳製品の輸送ルート

苫小牧港

資料：水産加工業者・物流業者ヒアリング

乳製品を道外へ移出飼料を道外・海外から移輸入

物流拠点
（札幌市）

物流拠点
（旭川市）

飼料貯蔵拠点
（幌延町）

乳製品工場（稚内市）

乳製品工場
（幌延町）

飼料を苫小牧港から宗谷
地域へ陸送

生乳生産拠点から
札幌、旭川、
苫小牧へ陸送

乳製品工場
（豊富町）

飼料輸送

乳製品輸送

▼宗谷地域で製造される乳製品のシェア▼宗谷地域で製造される乳製品のシェア

資料：令和2年農畜産物及び加
工食品の移出実態調査結果報
告書（北海道開発局)、
令和2年度牛乳乳製品生産統
計調査 (農林水産省)

R2
全国

脱脂粉乳
生産量

約140千t

宗谷
10千t
7%

その他道内
115千t
82%

道外
15千t
11%

R2
全国

バター
生産量
約72千t

道外
9千t
13%

その他道内
56千t
78%

宗谷
6千t
9% 宗谷で、全国生産量

の１割を占める

宗谷で、全国生産量
の１割を占める



～100件/5年

101～200件/5年

201～300件/5件

301件～/5年

※H28～R02年

３-３） 地域の状況と課題（医療①）

▼道北地域の診療科目▼道北地域の診療科目
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▼道北地域から名寄市への重症患者搬送件数▼道北地域から名寄市への重症患者搬送件数

資料：対象地域の消防組合ヒアリング

資料：北海道医療機能情報システム(令和4年10月7日時点)

▼２次医療圏における10万人あたりの医師数▼２次医療圏における10万人あたりの医師数

資料：令和2年医師・歯科医・薬剤師統計(厚生労働省)      
令和2年国勢調査(総務省)

[人/10万人]

全国トップ3位 全国ワースト3位
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1,273
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269

全国ワースト３位

○道北地域では、名寄市と稚内市に受診可能な診療科目が集中。また、宗谷地域は人口あたりの医師数が全国
ワースト３位にあるなど、名寄市と稚内市が医療の中心。

○道北地域では、中核となる三次救急医療機関は名寄市のみであり、名寄市への救急搬送件数は増加傾向。
○稚内市から三次救急医療機関までの搬送時間は全道で最も長く、速達性の向上が課題。

■地域の声＜稚内地区消防組合＞

・稚内市から名寄市立総合病院への救急搬送は全
道の中で最も長く、1分1秒を争う重症患者の搬送
においては、搬送中に患者が亡くなる可能性もあ
り、速達性の確保が重要。

道北地域の重症患者
搬送は名寄市へ依存

稚内市から名寄市
まで約１７０ｋｍ

▼道北地域から名寄市への救急搬送件数の推移▼道北地域から名寄市への救急搬送件数の推移

資料：対象地域の消防組合ヒアリング

［件/年］

▼全道の三次救急医療機関までの搬送時間▼全道の三次救急医療機関までの搬送時間
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資料：平成27年度道路交通センサス(国土交通省)より算出

搬送時間は全道ワースト１位
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増加傾向

診療科目
名
寄
市

稚
内
市

天
塩
町

音
威
子
府
村

士
別
市

和
寒
町

浜
頓
別
町

枝
幸
町

胃腸科 0 2 0 0 0 0 0 0

整形外科 3 3 1 1 2 0 1 1

循環器科 2 2 0 0 2 0 0 1

呼吸器科 1 0 0 0 1 0 0 0

呼吸器外科 1 0 0 0 0 0 0 0

消化器科 4 3 0 1 1 0 0 0

心臓血管外科 1 0 0 0 0 0 0 0

脳神経外科 3 1 0 0 0 0 0 1

産婦人科 1 1 0 0 0 0 1 0

麻酔科 1 1 0 0 2 1 0 0

3次救急医療機関 1 0 0 0 0 0 0 0



稚内市

士別市
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和寒町

剣淵町

下川町
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音威子府村

中川町

遠別町

天塩町

猿払村

浜頓別町
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枝幸町

豊富町

幌延町
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+ +
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+

+

+

+

+
+

+
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名寄市立総合病院

３-４） 地域の状況と課題（医療②）

▼心疾患死亡率▼心疾患死亡率
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○宗谷地域の心疾患死亡率は全国・全道に比べ高水準であり、道北地域には心疾患を担う医療施設が名寄市
のみであるため、長時間搬送による生存率の低下が課題。

○冬期悪天候時には、さらに搬送時間が遅延するため、救急搬送の安定性の向上が課題。

資料：平成22～令和元年度北海道保健統計年報 (北海道)

※道北には宗谷を含む

▼冬期悪天候時の救急搬送時間（稚内市→名寄市）▼冬期悪天候時の救急搬送時間（稚内市→名寄市）

90
120

150
18

0

平常時

[h]

暴風雪警報
発令日

1.5

2.0

2.5

3.0

146分

163分
＋17分

資料：稚内地区消防組合ヒアリング

▼心疾患急性期医療対応機関への平均搬送時間

※北海道医療計画(H30～R5)より、 各市町村から最寄の心疾患の
急性期医療対応機関までの所要時間を算出（道北には宗谷を含む）

※時間はgoogleマップ計測
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宗谷地域は、心疾患死亡率
が全道ワースト

▼道北地域の医療機関と心疾患急性期医療対応機関

資料：北海道医療計画(平成30～令和5年度)

■地域の声＜稚内地区消防組合＞

・国道４０号中川～天塩間は、地吹雪が発生しやすく、救急搬送の遅れが課題である。道路整備に
よる救急車の揺れ・急ブレーキの減少や搬送時間の短縮は患者負担軽減に繋がる。

■ 宗谷
■ 上川北部
■ 留萌北部

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

道北地域唯一の心疾患
急性期医療対応機関

２次救急医療機関

３次救急医療機関

+

▼救急搬送時間と生存率の関係▼救急搬送時間と生存率の関係

120 140 160 180
搬送時間 [分]

40

70

50

60

生
存

率
[%

]

資料： 「道北地域における道路整備による
医療支援効果の評価に関する報告」(H26)より作成

中川～天塩

約20km



40

中川～天塩
幌延IC

豊富北IC
視程障害
発生日数

■ 0日-2日
■ 2日-4日
■ 4日-6日
■ 6日-8日
■ 8日-10日
■ 10日-12日
■ 12日-14日
■ 14日-16日
■ 16日-18日
■ 18日-視程障害が

多い地域

３-５） 地域の状況と課題（災害①）
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▼冬期の日本海低気圧※通過回数の推移▼冬期の日本海低気圧※通過回数の推移 ▼冬期悪天候による国道通行止め時間の推移▼冬期悪天候による国道通行止め時間の推移

資料：寒地土木研究所

▼冬期の視程障害発生日数（R２）▼冬期の視程障害発生日数（R２）

▼近年の暴風雪被害の状況▼近年の暴風雪被害の状況

○当該区間は、北海道内でも特に積雪の多い特別豪雪地帯に位置し、冬期の視程障害発生日数も多い地域。
○近年、道北地域では暴風雪の発生要因である冬期の日本海低気圧の通過回数が増加傾向。
○暴風雪の発生に伴い国道の通行止めが増加傾向にあり、冬期悪天候時の国道機能の確保が課題。

※稚内開発建設部管内、留萌開発建設部羽幌道路事務所管内
旭川開発建設部士別道路事務所管内の国道通行止め時間合計

※日本海低気圧：日本海を主として東～北東に進む低気圧。
冬期には、道北地域に暴風雪をもたらすことが多い

地吹雪発生状況（R3.2）

地吹雪発生状況（R3.2）

至 旭川

至 稚内

「道の駅」への避難状況
（H28.12）

地吹雪発生状況（R3.2） 吹き溜まり状況（H29.1）

大型車スタック状況（R3.2）

中川町

天塩町

吹き溜まり状況（R4.1）

幌延町

※視程障害(視程距離1000m未満)
が発生する気象条件を満たした
日数を1kmメッシュごとに集計

▼北海道の特別豪雪地帯と当該路線位置

資料：全国積雪寒冷地帯
振興協議会

※豪雪地帯とは、冬に大量の雪が降り積もる地域であり、特別豪雪地帯
とは、豪雪地帯のうち、積雪の度が特に高く、自動車の交通が長期間
途絶することなどから、住民の生活に著しい支障が生じている地域。

国道40号
中川～天塩

特別豪雪地帯

豪雪地帯

国道40号

中川～天塩間

©Maxar

資料：通行止めマスターデータ資料：気象協会資料
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発生年月 発生原因 被害状況

1970（S45）、10 低気圧 家屋被害193戸,浸水面積2,511ha

1973（S48）、8 台風,前線 家屋被害1,255戸,浸水面積12,775ha

1975（S50）、8 台風,前線 家屋被害2,642戸,浸水面積11,640ha

1975（S50）、9 低気圧 家屋被害117戸,浸水面積4,253ha

1981（S56）、8
低気圧,

台風,前線
家屋被害 546戸,浸水面積15,625ha

1992（H4）、7 低気圧 家屋被害9戸,浸水面積288ha

1994（H6）、8 低気圧 家屋被害138戸,浸水面積854ha

2001（H13）、9 前線,台風 家屋被害2戸,浸水面積315ha

2010（H22）、7 低気圧 家屋被害60戸,浸水面積279ha

2016（H28）、8 台風 家屋浸水36戸

３-６） 地域の状況と課題（災害②）
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○当該区間は天塩川流域に位置しており、過去から洪水による被害が発生している地域。近年は激しい雨（30ｍ
ｍ/h以上）の発生回数が増加傾向で、天塩川氾濫時には国道区間の約４割で浸水が想定。

○天塩川の氾濫により、国道40号が寸断した場合、救急医療や物流、災害時の救援・復旧活動に大きく影響す

るため、洪水に対する道路機能確保が課題。
▼天塩川流域での過去の災害▼天塩川流域での過去の災害 ▼中川町以南※の激しい雨（30mm/h以上）の発生回数▼中川町以南※の激しい雨（30mm/h以上）の発生回数

道の駅
なかがわ

洪水浸水区間洪水浸水区間 洪水浸水区間 洪水浸水区間洪水浸水区間

160

165 170

175

180

155

40

至 稚内

中川
市街

音威子府バイパス
事業中 L=19.0km 雄信内

市街

10

8

6

4

2

0
S56～

S60
S61～

H2
H28～

R2
H23～

H27
H18～

H22
H13～

H17
H8～

H12
H3～

H7

[回]

増加傾向

※当該区間よりも天塩川の上流域に位置するアメダス8地点
(中川、音威子府、美深、名寄、下川、士別、朝日、和寒)のデータ（7～9月）

道路冠水（H22.8）

家屋浸水（H22.7）

道路周辺水没（H22.8） 家屋浸水（S56.8）盛土崩壊（H22.8）

資料：気象庁

中川～天塩

天塩川流域

天塩川

国道の約４割が浸水区間

▼天塩川流域図▼天塩川流域図

開通区間

事業中区間

調査中区間

天塩川流域

▼天塩川の氾濫注意水位
以上到達状況

▼天塩川の氾濫注意水位
以上到達状況

H28～
R2

H23～
H27

H18～
H22

H13～
H17

5

10

15

20
[回]

10
11

14

17

増加傾向

資料：天塩川の水位観測所データ
（中川町誉平以南6箇所）▼近年の洪水による被災箇所と洪水浸水想定区域▼近年の洪水による被災箇所と洪水浸水想定区域

中川町

天塩町

■ 氾濫危険水位
■ 避難判断水位
■ 氾濫注意水位

至 旭川

資料：国土交通省

12



４．道路の状況と課題

22



写真⑥

写真①

写真⑤

写真②

写真③

道の駅
なかがわ

中川市街

雄信内市街音威子府バイパス
事業中 L=19.0km

【令和７年度開通予定】

至 稚内

160

165
170

175

180

写真④

写真⑧ 写真⑦
至 旭川 40

４-１） 国道４０号中川～天塩間の道路課題
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〇走行環境：トンネル・橋梁等の狭小幅員区間の連続や、冬期悪天候に伴う地吹雪等により走行性が低下。
〇安全：狭小幅員区間の連続に伴う路外逸脱・工作物衝突の事故割合が高く、特に雄信内トンネルは事故危険

区間となり、事故が多発している状況。また、冬期は地吹雪に伴う視程障害等の影響により事故が多発。
〇災害：冬期は地吹雪や吹き溜まりによる通行止めが発生するほか、天塩川の洪水浸水想定区域が存在。

一般国道

一般道道

高規格道路

高規格道路(事業中)

市街地

天塩川

洪水浸水想定区域
(想定最大規模)※

※天塩川浸水想定区域図
(想定し得る最大規模の降水

に伴う洪水) 北海道開発局

走行環境

・トンネル等の狭小幅員区間が連続
・冬期悪天候時に走行速度が低下

災害(水害)

冬期交通事故発生状況（H23.12）

・洪水浸水想定区域が存在
・大雨時に国道で冠水が発生

事故

・地吹雪等により交通事故が多発
・狭小幅員区間での路外逸脱事故が多発

大型車スタック状況（R3.2）

災害(冬期)

・地吹雪による吹き溜まりが発生し、通行止め
が多発

写真③

吹きだまり発生状況（H26.12）狭小トンネルの走行状況（H26.1）

幅員不足でセンターラインを超過する大型車(H25.10)

写真①

写真②

写真⑤

写真⑥

国道の冠水状況（H22.8）

洪水による家屋浸水（H22.7）

写真⑦

写真⑧写真④

狭小幅員箇所での路外逸脱事故（H27.3）



国根府橋

雄信内トンネル
(事故危険区間)

道の駅
なかがわ

40

至 旭川

至 稚内

160

165
170

175

180

写真①

写真②

音威子府バイパス
事業中 L=19.0km

写真③

24

４-２） 道路の状況と課題（走行環境）

○当該区間は橋梁等の狭小幅員区間が連続しており、速度低下や急ブレーキが発生。
○特に狭小幅員である雄信内トンネルは、農水産品の物流輸送ルートに伴う大型車のすれ違いが困難な状況。
○地吹雪発生箇所が多く、冬期悪天候時の旅行速度は低下するため、物流輸送や救急搬送時に大きな負担。

▼当該区間の旅行速度

約34%低下

視程障害発生状況（R3.2）

[km/h]

通年 冬期悪天候時

70

60

50

40

30

20

62.9

41.5

ほぼ全線で地吹雪が発生

雄信内トンネル国根府橋 弁慶橋 栄橋

■地域の声＜物流事業者＞

・国道40号中川～天塩間にある雄信内トンネルは
幅が狭いため、特に注意して走行している。

■地域の声＜稚内地区消防組合＞

・稚内から名寄への冬期の救急搬送は吹雪による
視界不良により搬送に時間を要する。

狭小トンネル・狭小
橋梁で速度低下

狭小トンネルでの
大型車のすれ違い状況（H26.1）

信号交差点で
急ブレーキ発生

信号交差点で
急ブレーキ多発

交差点で、速度低下
急ブレーキ発生

雄信内市街

写真① 写真② 写真③

狭小幅員でセンターライン
を超過する大型車（H25.10）

▼狭小トンネルの断面図

車線幅員
2.75m

雄信内市街

高さ不足
幅員不足

幅員不足
：1.50m

中川市街

ほぼ全線で幅員不足狭小幅員が連続

特に、トンネル・橋梁
部の幅員が不足

特に、トンネル・橋梁部
の幅員が不足

全線で冬期悪天候時
に速度が低下

狭小橋梁で
速度低下、

急ブレーキ発生

狭小橋梁で
速度低下、

急ブレーキ発生

信号交差点で速度低下
急ブレーキ発生

信号交差点で速度低下信号交差点で速度低下

写真④

▼当該区間の走行環境

一般国道

一般道道

高規格道路

高規格道路(事業中)

市街地

天塩川

写真④

冬期の走行環境（R2.2）

資料：R3年度ETC2.0データ
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４-３） 道路の状況と課題（事故）

▼当該区間の事故発生状況

○農水産品の物流輸送ルートである当該区間は、 狭小幅員区間が連続しており、大型車の路外逸脱等の事故
が発生。特に狭小幅員である雄信内トンネルは、事故危険区間であり工作物衝突等の事故が多発。

○地吹雪発生箇所が連続しており、視程障害等が発生する冬期の事故が多発し、救急搬送等の安全性が課題。

冬期交通事故発生状況（H23.12）

雄信内トンネル

夏期(4月-10月)

冬期(11月-3月)

事故発生箇所

国根府橋 弁慶橋 栄橋

地吹雪発生箇所で
事故が多発

特に
特に、トンネル・橋梁部の

幅員が不足

資料：
イタルダ事故別データ(H28-R2)
物損事故データ(H28-R2)

▼事故要因の内訳 ▼季節別の路外逸脱事故発生件数

資料：
イタルダ事故別
データ(H28-R2)
物損事故データ
(H28-R2)

写真②

写真③

至 旭川

至 稚内

40

160

165
170

175

180道の駅
なかがわ

音威子府バイパス
事業中 L=19.0km

雄信内市街
中川
市街

冬期交通事故発生状況（H29.12）

▼狭小幅員箇所での事故割合

狭小幅員区間
68件
88％0

夏期
(4～10月)

冬期
(11～3月)

10

20

25

15

5
3

22
7.3倍

[件]

路外逸脱が
冬期に増加

雄信内トンネル
(事故危険区間)

ほぼ全線で地吹雪が発生

写真①

写真②

ほぼ全線で幅員不足狭小幅員が連続

狭小幅員が連続

雄信内トンネル周辺
で事故が多発生

幅員不足箇所で
路外逸脱・工作
物衝突が多発

地吹雪発生箇所で
事故が多発

地吹雪発生箇所で冬
期事故が多発

地吹雪発生箇所で冬
期事故が多発

幅員不足箇所で
工作物衝突・路
外逸脱が多発

写真①

写真③

■地域の声＜物流事業者＞

・雄信内トンネルはトンネル内幅員が狭く、
トラックなどの大型車両のすれ違いの際
には、トンネル内事故が発生することも
懸念される。

一般国道

一般道道

高規格道路

高規格道路(事業中)

市街地

天塩川

冬期交通事故発生状況（H27.3）

資料：
イタルダ事故別
データ(H28-R2)
物損事故データ
(H28-R2)

その他
9件
12％

狭小幅員で約９割
の事故が発生

工作物衝突
27件
35％

路外逸脱
25件
32％

右左折・
出会頭

3件
4％

追突
11件 14％

その他
11件
14％

約７割が工作物衝突・
路外逸脱
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４-４） 道路の状況と課題（災害）

▼当該区間の冬期課題箇所と洪水浸水想定区間

○当該区間は沿道に畑地が広がり風を遮るものが無いため、冬期悪天候時には地吹雪や吹き溜まりが発生。地

吹雪の発生に伴う通行止めのほか、大型車のスタックが発生するなど、冬期における走行時の確実性に課題。

○当該区間は天塩川の洪水浸水想定区域に位置しており、洪水災害発生時は国道が通行できなくなることが想
定され、災害時における国道機能の確保が課題。

資料：テレメータ(雄信内)の
観測データより推計
(平成29年12月～令和4年3月) 

▼地吹雪発生日の割合(12～3月)

国道の冠水状況（H22.8）

■地域の声＜天塩町＞

・天塩川に隣接する国道40号が寸
断されると、雄信内地区が陸の孤
島となることが懸念される。

至 旭川
畑地 畑地 市街地トンネル 畑地

洪水浸水想定区間
が存在

市街地

冬期の約５割
で地吹雪発生

写真① 写真③

雄信内市街中川市街

至 稚内

吹雪時主風向
（西北西）

吹雪時主風向
（西北西）

160

165 170

175

180

写真①

写真③

地吹雪
発生日
47％

地吹雪
発生なし
53％

洪水浸水区間
洪水浸水区間 洪水浸水区間

洪水浸水区間

洪水浸水区間

視程障害発生状況（R3.2）

写真②

写真②

吹雪通行止め（H24～R3）3回 29時間吹雪通行止め（H24～R3）1回 5時間

雄信内トンネル道の駅
なかがわ

吹雪時主風向
（西北西）

40

吹雪通行止め発生

ほぼ全線で
吹き溜まりが発生

ほぼ全線で地吹雪が発生

大型車スタック状況（R3.2）

一般国道
うち国道40号浸水区間
一般道道
高規格道路
高規格道路(事業中)
市街地
天塩川
洪水浸水想定区域(想定最大規模)※
※天塩川水系天塩川浸水想定区域図

(想定し得る最大規模の降水に伴う洪水)北海道開発局



５．課題の整理

27



５-１） 地域の課題と道路の課題（案）

⇒今後のアンケート・ヒアリング、自治体との調整等により、明確化を行う。 28

テーマ道路の課題（案）地域の課題（案）

農水産業支
援

（物流）

○宗谷地域から物流拠点までの輸送ルート上に、狭小幅員区
間が連続しており、速度低下や急ブレーキが発生。

○特に狭小幅員である雄信内トンネルは、農水産品の物流輸
送ルートに伴う大型車のすれ違いが困難な状況。

○地吹雪発生箇所が多く、冬期悪天候時の旅行速度は低下
するため、物流輸送に大きな負担となるため、速達性や安
全性の高い道路が必要。

○宗谷地域は、ほたてなどの水産品の漁獲量や生乳・乳製品の生産量が
全国トップクラスであり、日本の食を支える生産空間。

○宗谷地域の水産品は、道内の加工場のほか、新千歳空港や苫小牧港へ
陸送後、全国・海外へ出荷されるが、国道４０号中川～天塩の狭小幅員
区間の連続に伴う輸送時の速達性や安定性・安全性が課題。

○乳製品は、毎日、物流拠点となる札幌市、旭川市や苫小牧港から全国へ
輸送され、乳用牛の餌となる穀物飼料は幌延町の倉庫から各農家に配送
されているが、吹雪や吹き溜まりによる速達性・安全性の低下が課題。

暮らし

（医療）

○稚内市から名寄市への救急搬送ルート上に、地吹雪発生
箇所が多く、冬期悪天候時の旅行速度は低下しており、救
急搬送時に大きな負担となるため、速達性や安定性の高い
道路が必要。

○道北地域では、名寄市と稚内市に受診可能な診療科目が集中しており、
人口あたりの医師数は全国ワースト３位にあるなど、名寄市と稚内市が医
療の中心。

○三次救急医療機関や心疾患を担う医療施設は名寄市のみであり、名寄
市への救急搬送件数は増加傾向。

○稚内市から三次救急医療機関までの搬送時間は全道で最も長く、速達性
の向上が課題。冬期悪天候時には、さらに搬送時間が遅延するため、救
急搬送の安定性の向上が課題。

災害

(防災・減災)

○当該区間においては、地吹雪の発生に伴う通行止めのほ
か、大型車のスタックが発生するなど、冬期における走行時
の確実性に課題。

○当該区間は天塩川の洪水浸水想定区域に位置しており、洪
水災害発生時は国道が通行できなくなることが想定され、災
害時における国道機能の確保が課題。

○当該区間は、北海道内でも特に積雪の多い特別豪雪地帯に位置し、冬期
の視程障害発生日数が多い地域。近年、道北地域では暴風雪の発生要
因である冬期の日本海低気圧の通過回数、暴風雪の発生による国道の
通行止めが増加傾向。

○当該区間は天塩川流域に位置しており、過去から洪水による被害が発生
している地域。近年は激しい雨（30ｍｍ/h以上）の発生回数が増加傾向。

○冬期悪天候時や洪水に対する国道機能確保が課題。



５-２） 地域の課題と道路の課題（案）

○宗谷地域は、ほたてなどの水産品の漁獲量や生乳・乳
製品の生産量が全国トップクラスであり、日本の食を
支える生産空間。

○宗谷地域の水産品は、道内の加工場のほか、新千歳空
港や苫小牧港へ陸送後、全国・海外へ出荷されるが、
国道４０号中川～天塩の狭小幅員区間の連続に伴う輸
送時の速達性や安定性・安全性が課題。

○乳製品は、毎日、物流拠点となる札幌市、旭川市や苫
小牧港から全国へ輸送され、乳用牛の餌となる穀物飼
料は苫小牧港から幌延町の倉庫へ輸送され各農家に配
送されているが、吹雪や吹き溜まりによる速達性・安
全性の低下が課題。

農水産業支援

（物流）

地
域
の
課
題
（
案
）

○道北地域では、名寄市と稚内市に受診可能な診療科目
が集中しており、人口あたりの医師数は全国ワースト
３位にあるなど、名寄市と稚内市が医療の中心。

○三次救急医療機関や心疾患を担う医療施設は名寄市の
みであり、名寄市への救急搬送件数は増加傾向。

○稚内市から三次救急医療機関までの搬送時間は全道で
最も長く、速達性の向上が課題。冬期悪天候時には、
さらに搬送時間が遅延するため、救急搬送の安定性の
向上が課題。

暮らし

（医療）

○当該区間は、北海道内でも特に積雪の多い特別豪雪地
帯に位置し、冬期の視程障害発生日数が多い地域。近
年、道北地域では暴風雪の発生要因である冬期の日本
海低気圧の通過回数、暴風雪の発生による国道の通行
止めが増加傾向。

○当該区間は天塩川流域に位置しており、過去から洪水
による被害が発生している地域。近年は激しい雨（
30ｍｍ/h以上）の発生回数が増加傾向。

○冬期悪天候時や洪水に対する国道機能確保が課題。

災害

(防災・減災)

29

稚内

名寄

旭川

全国・
海外

名寄市立総合病院

飼料貯蔵拠点
（幌延町）

乳製品工場
（幌延町）

乳製品工場
（豊富町）

猿払

高規格道路

事業中区間

一 般 国 道

水 産 品

乳 製 品

飼 料

救 急 搬 送

乳製品工場
（稚内市）

水産加工場
（稚内市）

○狭小幅員区間の連続に伴う輸送
時の速達性・安定性・安全性が
課題。

○吹雪や吹き溜まりによる速達性・
安全性の低下が課題。

○冬期悪天候時や河川氾濫時の
国道機能確保が課題。

○長距離・長時間搬送の
速達性が課題。

○冬期悪天候時の安定性
が課題。



５-３） 地域の将来像

地域の将来像

○農林水産業における生産基盤の強化

と安定供給

○物流ネットワークの充実・強化

〔道北連携地域「地域づくり推進ビジョン」〕

○農水産品の地域ブランドの創造など

による積極的な販路拡大の推進

〔道北連携地域政策展開方針〕

○「道の駅なかがわ」の観光関連施設

としての機能強化

〔第7次中川町総合計画（2019～2023)〕

○畜産振興に係る支援

〔第7期天塩町総合振興計画（2019～2028)〕

資料：道北連携地域「地域づくり推進ビジョン」(国土交通省)、道北連携地域政策展開方針(北海道)、第7次中川町総合計画（2019～2023)、第7期天塩町総合振興計画（2019～2028)

○地域医療と保健・福祉の充実、少子

化対策に向けた取組の推進

〔道北連携地域「地域づくり推進ビジョン」〕

○医療連携や救急医療体制の充実

○自治体病院等の広域化と連携

○高規格道路の整備

〔道北連携地域政策展開方針〕

○地域医療の充実

○広域医療機関との連携強化による救

急医療体制の充実

〔第7次中川町総合計画（2019～2023)〕

○安定的な医療体制の確保

○近隣医療機関との連携推進

〔第7期天塩町総合振興計画（2019～2028)〕

○災害に強いインフラの整備と防災・

減災体制の充実・強化

○天塩川の洪水に対する安全性向上

○地吹雪対策などによる冬期交通の安

全性等向上

〔道北連携地域「地域づくり推進ビジョン」〕

○地域住民が安心して暮らせる防災体

制の強化

〔道北連携地域政策展開方針〕

○地域防災体制の強化

○交通安全環境の整備

〔第7次中川町総合計画（2019～2023)〕

○地域防災力の向上

○孤立地区対策の推進

○緊急輸送体制の整備及び交通対策

〔第7期天塩町総合振興計画（2019～2028)〕

産業・経済 医療 安全・防災
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第１節 北海道開発の経緯
国全体の安定と発展に寄与するため、特別な開発政策の下、北海道開発を推進。
食料品等の輸出倍増、外国人観光客数100万人突破等の成長産業の萌芽。他方、経

済・人口は縮小傾向。ネットワーク未整備区間、地域コミュニティ維持に係る懸
念の存在。

第１章 計画策定の意義

第４章 計画の主要施策

第１節 人が輝く地域社会の形成

（１）北海道型地域構造の保持・形成に向けた定住・交流環境の維持増進

（２）北海道の価値創造力の強化に向けた多様な人材の確保・対流の促進

第２節 世界に目を向けた産業の振興

（１）農林水産業・食関連産業の振興
（２）世界水準の観光地の形成
（３）地域の強みを活かした産業の育成

・高規格幹線道路を始めとする基幹的なネットワークについては、農水産品・
食料品の輸送や観光等に求められる広域的な人流・物流を支える交通体系を
強化する観点から、生産地や観光地、消費地、空港・港湾等の交通拠点を結ぶ
道路ネットワークの整備、ミッシングリンク解消等を推進する。

（１）恵み豊かな自然と共生する持続可能な地域社会の形成

①環境と経済・社会の持続可能性の確保
②環境負荷の少ないエネルギー需給構造の実現

（２）強靱な国土づくりへの貢献と安全・安心な社会基盤の形成

①激甚化・多様化する災害への対応
②我が国全体の国土強靱化への貢献
③安全・安心な社会基盤の利活用

第１節 計画の期間 2016（平成28）～2025（平成37）年度の10年間

第３章 計画推進の基本方針

第３節 計画の推進方策

（１）産学官民金連携による重層的なプラットフォームの形成

人材育成、地域づくり等のテーマに応じて、産学官民金が連携するプラットフォームを
各地域又は北海道全体で展開し、取組を持続的にマネジメント。

（２）イノベーションの先導的・積極的導入～「北海道イニシアティブ」の推進
技術の力で人口減をカバーし、地域の課題を旧弊にとらわれずイノベイティブに解決。

（３）戦略的な社会資本整備
社会資本のストック効果を最大限に発揮。

戦略的なインフラメンテナンスの徹底、技術開発も活用した「賢く使う」取組の充実強
化。

（４）計画のマネジメント
「企画立案→実施→評価→改善」のマネジメントサイクル。おおむね５年後に総合的な
点検。

第２節 施策の基本的な考え方

（１）北海道型地域構造の保持・形成

「生産空間」「市街地」「中心都市」の３層構造で
人々の日常生活が営まれる「基礎圏域」を形成。
札幌都市圏：集積を活かして北海道全体を牽引。

（２）北海道の価値創造力の強化

人口減少時代にあっては、「人」
こそが資源。

人材育成・活用の重点的実施とと
もに、多様な人々を引きつけ、地
域の価値創造力を向上。

第２節 我が国を取り巻く時代の潮流

(1) 本格的な人口
減少時代の到来

(2) グローバル化の
更なる進展と国際環境の

変化

(3) 大規模災害等の
切迫

第３節 新たな北海道総合開発計画の意義
北海道開発の基本的意義：北海道の資源・特性を活かして、国の課題の解決に貢献。
人口減少・高齢化の急速な進展等により、食や自然環境など北海道の強みを提供し、我が
国全体に貢献している「生産空間」の維持が困難となるおそれ。
来たるべき10年間は、
•「生産空間のサバイバル」「地域としての生き残り」を賭けた重要な期間。
•また、北海道新幹線開業、高速道路網の道東延伸、2020年オリパラ等を地域の飛躍の契機
となし得る期間。

これらの機会の活用によって、本格的な人口減少時代にあっても活力を失うことなく人々
が豊かな暮らしを送ることのできる地域社会の先駆的形成を図る。

(1)人が輝く地域社会
(2)世界に目を
向けた産業

(3)強靱で持続
可能な国土

キャッチフレーズ： 「世界の北海道」

ビジョン： 2050年を見据え、「世界水準の価値創造空間」の形成

第２章 計画の目標 ≪３つの目標≫

５-４） 地域の将来像（新たな北海道総合開発計画の構成）

第３節 強靱で持続可能な国土の形成
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安全・安心な地域づくり防災力向上プロジェクト

◯ 石狩川・留萌川及び天塩川の洪水に対する安全性向上
◯ 地震、津波等に対する安全性向上
◯ 土砂災害に対する安全性向上
◯ 地吹雪対策などによる冬期交通の安全性等向上
◯ 地域防災力向上の取組推進
◯ 災害時の支援体制の充実

５-５） 地域の将来像（道北地域づくり推進ビジョン）
○平成２０年６月以降、多様な主体と地域づくりの方向を検討・共有し、地域における総合的な意見交換の場の確立を図るため

に、 「地域づくり連携会議」が、平成１３年１２月以降全道に設置した「地域連携会議」 を発展して改組された。
○「道北地域づくり推進ビジョン」は、新たな北海道総合計画および第８期北海道総合開発計画を踏まえ、平成２９年７月に取り

まとめられ、令和３年度の北海道総合開発計画の中間点検結果、北海道総合計画の改訂を踏まえ、見直された。
○道北地域づくり連携強化計画では、地域重点プロジェクトのうち、農水産業や観光、防災・減災、ネットワーク強化に関するプロ

ジェクトの一環として、交通ネットワークの充実・強化や交通の安全性向上が示されている。

▼道北地域づくり推進ビジョンにおける地域重点プロジェクト
資料：R4.1 道北地域づくり推進ビジョン

広大な土地や特色のある自然環境、多様な資源を活かした産業が展開し、心豊かで安心して暮らせる地域
■地域特性を生かした産業振興 ■多様な魅力あふれる観光の振興 ■離島地域の振興

■豊かな自然環境と調和した、安全・安心な地域づくり ■生活や産業を支える交通・情報ネットワークの形成

▼道北地域づくり推進ビジョンにおける地域の目指す姿

32

社会基盤離島環境・地域づくり・暮らし観光食項目

生活や産業を支える
交通・情報ネットワークの形成

離島地域の振興
豊かな自然環境と調和した、

安全・安心な地域づくり
多様な魅力あふれる

観光の振興
地域特性を活かした

産業振興
地域の

めざす姿

○広域交通ネットワーク形成プロジェクト
○るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト（再

掲）
○地域の多様な人材が未来を創る「宗谷ＬＩＦＥ」プ

ロジェクト（再掲）

○道北広域観光活性化プロジェクト（再掲）
○留萌・宗谷の農業・水産供給力向上プロジェクト

（再掲）
○魅力ある地域資源を活かした「きた北海道」へ

の来訪促進プロジェクト（再掲）
○るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト（再

掲）
○るもい地域を支える多様な人材の育成・確保プ

ロジェクト（再掲）
○活力ある宗谷の１次産業推進プロジェクト（再

掲）
○安全・安心な地域づくりプロジェクト（再掲）
○新エネルギー導入・活用推進プロジェクト（再掲）
○地域の多様な人材が未来を創る「宗谷ＬＩＦＥ」プ

ロジェクト（再掲）

○豊かな自然環境保全プロジェクト
○安全・安心な地域づくり防災力向上プロジェクト
○安全・安心な地域づくりプロジェクト
○新エネルギー導入・活用推進プロジェクト
○天塩川ブランド力向上プロジェクト（再掲）
○人と自然をつなぐ大雪山魅力発信プロジェクト

（再掲）
○るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト（再

掲）
○人と自然が共生する地・宗谷創造プロジェクト

○道北広域観光活性化プロジェクト
○魅力ある地域資源を活かした「きた北海道」へ

の来訪促進プロジェクト
○るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト（再

掲）
○ロシア極東との交流推進プロジェクト（再掲）
○天塩川ブランド力向上プロジェクト
○人と自然をつなぐ大雪山魅力発信プロジェクト

○上川の農産物供給力向上プロジェクト
○留萌・宗谷の農業・水産供給力向上プロジェク

ト
○上川の地域産業を支える担い手育成・確保プ

ロジェクト
○上川地域の強みを活かした農林業振興プロ

ジェクト
○るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト
○るもい地域を支える多様な人材の育成・確保プ

ロジェクト
○活力ある宗谷の１次産業推進プロジェクト
○ロシア極東との交流推進プロジェクト
○地域の多様な人材が未来を創る「宗谷ＬＩＦＥ」

プロジェクト

地域重点
プロジェクト

上川の農作物供給力向上プロジェクト

○農産物の生産性向上
○農産物・食品輸送の効率化推進

留萌・宗谷の農業・水産供給力向上プロジェクト

◯ 農産物の安定供給の推進 ◯ 水産物の品質向上
◯ 物流ネットワークの充実

広域交通ネットワーク形成プロジェクト

◯ 交通ネットワークの強化 ◯ 物流ネットワークの強化
◯ 広域分散型社会に対応した地域交通の形成

道北広域観光活性化プロジェクト

◯ 広域周遊型観光の促進
◯ 観光資源の保護、育成
◯ 観光振興に配慮した基盤整備
◯ 住民と連携した観光振興

豊かな自然環境保全プロジェクト

◯ 河川周辺の環境の保全
◯ 北海道遺産である天塩川における環境整備の推進
◯ 環境に配慮した整備の促進
◯ 農業とサロベツ湿原の共生に向けた整備
◯ 環境負荷の少ないエネルギー需給構造の実現

資料：R4.1 道北地域づくり推進ビジョン



５-６） 地域の将来像（北海道および道北連携地域）

▼北海道総合計画が示す将来像（H28～R7）

資料：R3.10 北海道総合計画－輝きつづける北海道－

道北
連携地域

■地域の目指す姿

○魅力ある地域資源を活かした「きた北海道」 への来訪促進プロ
ジェクト

・特色ある自然や歴史、芸術文化をテーマとした地域の魅力発信
・空港運営の一括民間委託を契機とした航空ネットワークの強化充実

○安全・安心な地域づくりプロジェクト

・全ての世代が安心して暮らせる環境づくり
・災害（地震、津波、大雨、火山等）に対する防災体制の強化等

○新エネルギー導入・活用推進プロジェクト

・地域が連携した新エネルギー導入促進の取組
・木質バイオマスの安定供給やエネルギー利用の推進

○ロシア極東との交流推進プロジェクト

・サハリン州等との友好交流の推進
・ロシア極東との物流の活性化など経済交流の推進

○天塩川ブランド力向上プロジェクト

・地域連携による絆の強化
・魅力創造・情報発信によるブランド力の強化

○上川の地域産業を支える担い手育成・確保プロジェクト

・農林業の担い手育成・確保に向けた取組の推進
・地域連携による人材育成確保等の取組の推進
・担い手確保に向けた移住の促進及び関係人口の創出・拡大

○るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト

・持続可能な農業の推進
・日本海の豊かな恵みを活かす水産業の振興
・地産地消や地域ブランドの創出に向けた取組の推進
・森林資源の循環利用・木育の推進

○地域の多様な人材が未来を創る「宗谷LIFE」プロジェク
ト

・多様な人材がつながり支え合う環境づくりの推進

広大な土地や特色ある自然環境、
多様な資源を活かした産業が展開し、

心豊かで安心して暮らせる「道北連携地域」

▼道北連携地域政策展開方針における地域の目指す姿と主な施策の方向性について（R3～R7）

資料：R3.12道北連携地域政策展開方針（北海道） 33

○北海道は、今後１０年間（平成２８年度～令和７年度）の基本的な方向を総合的に示す計画として策定していた、「北海道総合
計画－輝きつづける北海道－」を令和３年１２月に改訂。

○北海道総合計画の改訂等を踏まえ、北海道地域振興条例に基づく地域計画として、令和３年１２月、新たな道北連携地域政
策展開方針を策定。

○道北連携地域政策展開方針では、主な施策の展開方向として、農林水産業や食関連産業の振興、特色ある豊かな資源を活
かした観光の展開、安心して暮らせる地域社会の形成のほか、それら暮らしや産業を支える交通ネットワークの形成が謳わ
れている。



施策の概要
▼保健・医療の充実
・広域医療機関との連携強化 ・救急医療体制の充実
▼地域防災の強化
・地域防災体制の強化 ・防災対策の強化
▼交通安全・防犯対策等の充実
・冬季間の歩行者 ・車両通行の安全確保
▼道路交通網の整備
・高規格道路、国道整備
▼交通機関の利便性の向上
・道の駅に連結する「長距離定期バス」運行の要請 ・町内交通機関の確保
▼農業の振興
・農業生産基盤の整備 ・新たな農業展開の強化
▼観光の振興
・観光関連施設の整備 ・観光誘客の強化
・「道の駅なかがわ」の機能強化

５-７） 地域の将来像（中川町、天塩町のまちづくり）

○中川町では、交通網の充実や農業の振興、医療の充実、地域防災の強化等の方針が示されており、天塩町で
は、道路網の整備や農業の振興、医療体制の確保、防災対策の推進等の方針が示されている。

○また、両町とも道路ネットワークの整備促進に取組む方針が示されている。

中川町のまちづくり基本目標
（１）健やかで安心な暮らしを実感できるまち
（２）活力ある経済と賑わいを実感できるまち
（３）自然と調和した安全な環境を実感できるまち
（４）豊かな文化と人の育みを実感できるまち
（５）協働と信頼を実感できるまち

資料：第7期天塩町総合振興計画（2019～2028）

施策の概要
▼道路網の整備
・国道や道道などの広域的な幹線道路の整備促進
・冬期間の交通機能の確保
▼交通手段の充実
・望ましい公共交通施策の検討
▼防災対策の推進
・災害に強い地域づくりの推進 ・孤立地区対策の推進
・避難対策及び救急医療対策の充実
・緊急輸送、物資供給体制の整備及び交通対策
▼農業の振興
・畜産振興に係る支援 ・農業基盤の整備
▼観光の振興
・道北管内全体の周遊ルート確立
▼安定的な医療体制の確保
・適正な医療体制の確保 ・近隣医療機関との連携推進

天塩町のまちづくり基本目標
（１）安心・安全で住みよいまちづくり
（２）活気あふれるまちづくり
（３）いきいきと暮らせるまちづくり
（４）先人の偉業に学び、未来を切り開くまちづくり
（５）郷土を愛し、地域が輝くまちづくり

資料：第7次中川町総合計画（2019～2023）
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６．意見聴取方法
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■意見聴取の方法と対象者

対象者・実施方法

【自治体及び団体代表者】

ヒ
ア
リ
ン
グ

インタビュー形式
でのヒアリング

上川総合振興局、留萌振興局、宗谷総合振興局、中川町、
天塩町、稚内市、豊富町、幌延町

沿線
自治体
等

商工会議所（1箇所）、商工会（4箇所）
農業協同組合（5箇所）、漁業協同組合（5箇所）
乳製品工場（3箇所）
北海道トラック協会、旭川地区トラック協会、北海道バス協会、
バス事業者（2社）、レンタカー事業者（9社）、
北海道観光振興機構、観光連盟(3箇所)、
観光協会（4箇所）、空港（1箇所）
消防（5箇所）、病院（5箇所）

各団体

【地域住民及び道路利用者】

ア
ン
ケ
ー
ト

郵送配布調査
（約21,483戸）

中川町(全戸：822戸)、天塩町（全戸：1,425戸）、
稚内市（全戸：16,060戸）、豊富町（全戸：1,951戸）、
幌延町（全戸：1,225戸）

地域
住民

常設の留置き
アンケート調査

5自治体の役場、道の駅3箇所（なかがわ、てしお、わっかな
い）道路

利用者

Ｗebアンケート調査広域的な利用者

インタビュー形式
でのアンケート調査

観光施設等（空港、観光施設、道の駅等）観光客

６-１） 意見聴取方法

36

■意見聴取の基本方針

○「地域の改善すべき課題」、「北海道縦貫自動車道の調査中区間及び並行する国道40号の課題」に対し意見を伺う。

■アンケート配布範囲

：アンケート配布範囲

：国道４０号

：一般国道
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６-２） 意見聴取方法

備考ヒアリング結果の活用ヒアリングの調査項目

共通
・地域や道路の課題に関し、自治体や各団体、観光客への意見聴取を行い、政策目
標の設定に反映する。
・自治体や各団体、観光客との認識の整合性の確認をする。

自治体や各団体、観光客への
意見聴取

■ヒアリングの調査項目と活用方針

備考アンケート結果の活用アンケートの調査項目

第１回

将来を見据えた改善すべき地域の課題について、回答者の考えを把握する。地域の課題

高規格道路の調査中区間（中川～天塩）及び並行する国道40号の現状について、
回答者の考える課題（必要な機能）を把握する。

道路の課題（必要な機能）

その他、道路に関する課題や意見を幅広く聴取する。その他自由意見

今後

ルート帯、インターチェンジ選定に当り、回答者が重視する視点、配慮すべき事項を
把握する。

比較ルート帯（複数案）に対する意見

その他、各区間に関する意見を幅広く聴取し、計画策定に反映する。その他自由意見

共通回答結果の差異に対して各分野で整理し、分析する。回答者の属性、利用状況

■アンケートの調査項目と活用方針
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６-３） 第１回アンケート調査（案）

■第１回アンケートにおける調査方法および質問内容

①調査概要

○本調査の趣旨・調査対象箇所について説明

②道北地域の概況

○地域の概況と課題について説明



６-４） 第１回アンケート調査（案）
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■第１回アンケートにおける調査方法および質問内容

③将来を見据えた改善すべき課題

○将来を見据えた改善すべき地域課題の提示
○対象路線の道路課題の提示



問２ 国道40号中川～天塩間にはどのような道路が必要ですか？

次のＡ～Dについて、「そう思う」～「そう思わない」の５段階で評価してください。

問１ 道北地域の将来を見据えた地域の課題についてどう思いますか？

次のＡ～Ｄについて、「そう思う」～「そう思わない」の５段階で評価してください。

上記Ａ～D以外で、あなたが必要だと思うことがあれば、ご自由にお書きください。

そう
思わない

あまりそう
思わない

どちらとも
いえない

やや
そう思う

そう思う項 目

５４３２１Ａ 農水産物の輸送に時間がかかり、地域産業の維持・発展が困難

５４３２１Ｂ 救急搬送に時間がかかり、万が一の際に高度医療をすぐに受診できない

５４３２１C 地吹雪が頻繁に発生し、冬期に国道を安全に通行できない

５４３２１D 天塩川氾濫時に国道が浸水し、避難・救援に支障が生じる

そう
思わない

あまりそう
思わない

どちらとも
いえない

やや
そう思う

そう思う項 目

５４３２１Ａ 農水産物の輸送時間を短縮し、安全に走れる道路

５４３２１Ｂ 救急搬送時間を短縮し、安定走行が可能な道路

５４３２１C 冬期悪天候による影響を最小限に抑え、冬期でも安全に走れる道路

５４３２１D 天塩川氾濫などの災害時に機能する道路

上記Ａ～Ｄ以外で、あなたが課題だと思うことがあれば、ご自由にお書きください。

問３ 国道40号中川～天塩間についてご意見・ご要望がありましたらお書き下さい

■質問内容・解答欄

６-５） 第１回アンケート調査（案）
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６-６） 第１回アンケート調査（案）

41

・回答は同封の郵便はがきにご記入ください。

・解凍用の郵便はがきは、切手を貼らずに最寄りの郵便ポストへ投函して下さい。

なお、投函は令和●年●月●日（●）までにお願いします。

・インターネットによる回答も可能になっておりますので、下記アドレスからアクセス願います。

北海道縦貫自動車道 中川～天塩間 道路計画に関する意見聴取 Web回答用ページ

http://○○○○

※留萌開発建設部ホームページからもアクセス可能です。

■アンケートは「計画段階評価」審議の参考意見と
なります。

国土交通省では、道路事業の透明性・効率性を高めるため、計画
段階評価の取組を導入しています。

これは、道路の整備方針を地域の声（地域の皆様、道路利用者、
関係団体）を聞きながら、第三者委員会によって審議するものです。

北
海
道
地
方
小
委
員
会

地
域
の
み
な
さ
ま
、
関
係
機
関

企
業
等
へ
の
意
見
聴
取

【
第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
】

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
分
析

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の

意
見
聴
取
等
も
踏
ま
え
、

概
略
ル
ー
ト
・構
造
等
を

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

現在はこの段階です
意見聴取

計
画
段
階
評
価
の
流
れ

アンケートの記入例

＜調査主体＞

北海道開発局 留萌開発建設部 道路計画課

北海道縦貫自動車道 中川～天塩間

道路計画に関する意見聴取係

〒077-8501 留萌市寿町1丁目68番地

電話 0164-42-4526

安全で快適な地域づくりのために

みなさまのご意見をお待ちしております。

本調査は、道北地域の道路計画について地域にお住まいの皆さまや
道路利用者のご意見を広くお聞きすることを目的とするものです。
そのため、回答用の郵便はがきに記入されたことは、この目的以外

には使用いたしません。
回答いただいた個人に関する情報は、本人の同意なく第三者に開

示・提供することはありません。（法令により開示を求められた場合
を除きます）

アンケートについてのお問い合わせ先

第１回
（R4.12.23）
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